
一
（
118
）

　

本
稿
は
、「
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入

り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）
―
」（『
文
化
情
報
学
』
第
十
四
巻
第
一

号
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
同
』
第
十
五
巻
第
一
号
、

二
〇
一
九
年
十
月
）
に
引
き
続
き
、
歌
意
絵
入
り
『
百
人
一
首
か
る
た
』
四
種
に
つ

い
て
、
古
注
釈
を
参
看
し
な
が
ら
、
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』一
二
番
か
ら
一
六
番
ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。

以
下
、
四
種
の
か
る
た
の
書
誌
情
報
と
凡
例
を
簡
単
に
示
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

『
文
化
情
報
学
』
第
十
四
巻
第
一
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
）
か
る
た
Ａ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：146700558

（
２
）
か
る
た
Ｂ　

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：156700025

（
３
）
か
る
た
Ｃ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：166700139

（
４
）
か
る
た
Ｄ　

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　
　

資
料
番
号
：176700497

凡
　
例

一
、
冒
頭
に
、『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号
を
示
す
。

一
、
か
る
た
四
種
の
影
印
を
列
挙
し
、
そ
の
下
に
翻
刻
本
文
を
示
す
。

一�

、【
字
母
】
で
は
、
翻
刻
の
本
行
本
文
に
即
し
た
仮
名
の
字
母
を
示
す
。
漢
字
や

踊
り
字
な
ど
、
仮
名
以
外
の
表
記
に
は
（　

）
を
付
す
。

一�

、【
古
注
釈
】
で
は
、
歌
意
絵
を
考
察
す
る
際
の
着
眼
点
ご
と
に
、
古
注
釈
の
本

文
を
引
用
す
る
。
主
と
し
て
島
津
忠
夫
氏
・
上
條
彰
次
氏
編
著
『
百
人
一
首
古
注
』

（
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
二
月
）
を
参
看
・
引
用
す
る
。

一�

、【
考
察
】
で
は
、
引
用
し
た
古
注
釈
に
依
拠
し
な
が
ら
、
四
種
の
か
る
た
の
図

柄
を
比
較
検
討
す
る
。

資
料
紹
介

　
　
　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察（
三
）―

福
　
田
　
智
　
子
・
大
久
保
　
孝
　
晃
・
伍
　
　
　
　
昆
・
胡
　
　
淑
　
雲

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
『
百
人
一
首
か
る
た
』
の
う
ち
、
歌
意
絵
入
り
か
る
た
四
種
に
つ
い
て
、
札
の
影

印
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
翻
字
と
、
古
注
釈
を
参
看
し
た
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
一
二
番
か
ら
一
六

番
ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。
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）



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
三
）―

二
（
117
）

　

僧
正
遍
昭

あ
ま
つ

　
　

風

　

く
も
の

か
よ
ひ
ち

　

ふ
き
と
ち
よ

お
と
め
の

　
　
　

す
か
た

し
は
し

　

と
　ゝ

め
ん

　

僧
正
遍
昭

あ
ま
つ
か
せ

く
も
の
か
よ

ひ
ち
ふ
き

と
ち
よ

　

を
と
め
の

　

す
か
た
し

は
し

　

と
ゝ
め
む

　

僧
正
遍
昭

あ
ま
つ
風　

を
と
め
の

く
も
の　
　
　

す
か
た

　

か
よ
ひ
ち　

し
は
し　
　

ふ
き
と
ち
よ　
　

と
ゝ
め
ん

乙
女
の

　

す
か
た

し
は
し

　

と
ゝ
め
ん

　

僧
正
遍
昭

天
つ
風

　
　
　

雲
の

　
　
　
　

通
路

吹
と
ち
よ

　

し
は
し

　
　
　

と
ゝ
め
ん

を
と
め

　
　

の
す
か
た

十
二
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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三
（
116
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
僧
正
遍
昭
）

　
　

安
末
川
（
風
）　

久
毛
乃
加
与
比
知　

不
幾
止
知
与

　
　

於
止
女
能
春
可
多　

志
八
之
止
（
ゝ
）
女
无

［
Ｂ
］（
僧
正
遍
昭
）

　
　

安
万
川
可
世　

久
毛
能
加
与
比
知　

不
幾
東
知
与

　
　

遠
止
女
能
須
可
多　

之
者
之
止
（
ゝ
）
女
無

［
Ｃ
］（
僧
正
遍
昭
）

　
　

阿
末
川
（
風
）　

久
毛
乃
可
与
比
知　

不
幾
止
知
与

　
　

遠
止
女
乃
寸
可
多　

志
者
之
止
（
ゝ
）
女
无

　
　
（
乙
女
）
能
春
可
多　

志
者
之
止
（
ゝ
）
女
无

［
Ｄ
］（
僧
正
遍
昭
）

　
　
（
天
）
川
（
風
）　
（
雲
）
乃
（
通
路
）　
（
吹
）
止
知
与

　
　

遠
止
免
乃
春
可
多　

志
者
之
止
（
ゝ
）
女
无

【
古
注
釈
】

一
、「
五
節
の
舞
」
の
起
源
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

古
へ
清
見
原
天
皇
（
天
武
天
皇
…
…
執
筆
者
注
）
の
御
時
、
天
人
の
下
し
面
影

を
今
の
舞
姫
に
寄
て
云
也
。
か
の
天
皇
、
吉
野
の
宮
に
し
て
琴
を
あ
そ
ば
し
け

る
を
感
じ
て
、
天
人
下
て
袖
を
五
度
返
し
て
舞
し
也
。其
時
、
天
皇
の
御
歌
に
、

乙
女
ら
が
お
と
め
さ
び
す
と
か
り
玉
を
た
ま
だ
に
ま
き
て
お
と
め
さ
び
す
も
、

と
あ
り
。
こ
れ
五
せ
つ
の
初
也
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

五
節
の
事
は
彼
袖
ふ
る
山
の
事
よ
り
出
く
れ
ば
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

昔
、
よ
し
野
の
宮
に
天
女
降
り
て
舞
し
よ
り
、
五
節
の
舞
姫
は
じ
め
て
お
こ
れ

り
、
と
い
ふ
ふ
る
き
説
に
随
ひ
、（
…
…
以
下
略
）。
改
観
云
、
五
節
の
起
り
に

二
つ
の
よ
し
あ
り
。
続
日
本
紀
に
は
、
天
武
天
皇
、
礼
楽
な
く
し
て
は
世
は
治

め
が
た
し
と
て
、
此
舞
を
作
ら
せ
給
ふ
、
と
あ
り
。
本
朝
文
粋
に
出
た
る
三
善

清
行
の
異
見
封
事
に
は
、
天
武
天
皇
芳
野
に
ま
し
ま
し
け
る
時
、
天
女
天
降
り

て
舞
け
る
よ
り
、
事
お
こ
れ
る
よ
し
を
か
ゝ
る
、
常
の
説
こ
れ
に
同
じ
と
い
ひ

て
、
い
づ
れ
に
よ
れ
り
と
も
し
る
さ
ず
。
初
学
に
、
此
続
紀
の
宣
命
の
文
を
挙

て
、
天
女
の
降
り
て
舞
し
と
い
ふ
は
、
浮
説
な
る
事
を
弁
じ
た
る
は
中
々
な

り
。
誰
か
は
続
紀
を
す
て
ゝ
、
天
女
の
説
の
み
に
は
随
ひ
侍
ら
ん
。（
…
…
中

略
…
…
）
事
実
の
来
歴
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
吟
詠
す
る
に
い
た
り
て
は
そ
の

感
の
よ
り
く
る
に
ま
か
せ
て
さ
ら
に
虚
実
の
間
を
択
ぶ
べ
き
物
に
は
侍
ら
じ
。

二
、「
を
と
め
」
の
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

五
節
の
舞
姫
を
見
て
よ
む
と
也
。（
…
…
中
略
…
…
）
今
の
歌
一
首
の
心
一
々
の

舞
姫
を
始
と
し
て
ん
と
云
を
、
天
女
に
寄
て
、
雲
の
通
路
吹
と
ぢ
よ
と
云
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

そ
ら
ふ
く
風
よ
、
雲
の
う
ち
に
あ
る
道
す
ぢ
に
雲
を
吹
あ
つ
め
て
通
は
れ
ぬ
や

う
に
せ
よ
、
あ
の
天
女
ど
も
が
舞
は
て
た
ら
ば
天
へ
か
へ
る
で
あ
ら
う
が
、
そ

れ
を
し
ば
し
な
り
と
も
と
ゞ
め
置
ぞ
と
也
。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

�

五
節
の
事
は
彼
袖
ふ
る
山
の
事
よ
り
出
く
れ
ば
、
只
今
の
舞
姫
を
天
乙
女
に
よ

み
な
せ
り
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
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『
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人
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か
る
た
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入
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翻
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115
）

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

ま
ひ
ひ
め
を
す
な
は
ち
天
女
な
り
と
ほ
め
て
、
御
せ
ち
ゑ
す
ぎ
た
ら
ば
て
ん
へ

あ
が
り
給
ふ
べ
け
れ
ば
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

此
歌
、
今
の
舞
姫
を
昔
の
天
女
に
よ
み
な
せ
り
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

今
の
ま
ひ
姫
を
ま
こ
と
の
天
女
に
な
し
て
よ
め
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

歌
の
意
は
、（
…
…
中
略
…
…
）
天
を
と
め
の
舞
と
の
み
思
ふ
也
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

昔
、
よ
し
野
の
宮
に
天
女
降
り
て
舞
し
よ
り
、
五
節
の
舞
姫
は
じ
め
て
お
こ
れ

り
、
と
い
ふ
ふ
る
き
説
に
随
ひ
、
今
を
直
に
天
女
と
見
な
し
て
、
舞
は
て
た
る

入
あ
や
の
あ
か
ぬ
別
れ
を
、
か
く
お
も
し
ろ
く
よ
み
な
せ
り
。

三
、五
節
の
舞
姫
を
見
た
場
所

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

�

此
天
津
風
の
歌
を
実
義
九
ぶ
と
い
ふ
子
細
は
、
天
皇
舞
を
名
残
お
し
げ
に
お
ぼ

し
め
す
を
、
遍
昭
御
所
に
あ
っ
て
、
御
あ
ひ
さ
つ
の
心
を
読
る
れ
ば
也
。
君
を

思
ひ
奉
る
所
に
よ
り
考
べ
き
こ
と
也
。

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

畢
竟
貴
人
達
い
ま
一
さ
し
所
望
し
給
へ
と
い
ふ
心
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

歌
の
意
は
、
大
内
は
天
に
比タ
グ

ふ
れ
ば
、
実
に
此
地
の
事
と
も
覚
え
ず
し
て（
…
…

以
下
略
）。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
、
雑
歌
上
、
八
七
二
番
に
「
五
節
の
ま
ひ
ひ
め
を
見

て
よ
め
る
」と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。
五
節
の
舞
の
起
源
に
つ
い
て
は
、『
経

厚
抄
』『
宗
祇
抄
』を
は
じ
め
と
す
る
古
注
釈
に
言
及
が
あ
る
。『
異
見
』は
、『
改
観
抄
』

に
あ
る
、
天
武
天
皇
が
作
っ
た
と
す
る
説
（『
続
日
本
紀
』）、
天
武
天
皇
が
吉
野
に

い
た
時
、
天
女
が
天
か
ら
降
り
て
き
て
舞
っ
た
と
す
る
説
（『
本
朝
文
粋
』
所
収
三

善
清
行
「
異
見
封
事
」）
の
両
説
を
挙
げ
、「
事
実
の
来
歴
」
よ
り
も
「
虚
実
の
間
を

択
ぶ
べ
き
物
」
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

　
［
Ａ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］の
か
る
た
に
描
か
れ
る
天
女
は
、『
経
厚
抄
』『
新
抄
』『
宗
衹
抄
』

『
色
紙
和
歌
』『
幽
斎
抄
』『
三
奥
抄
』『
宇
比
麻
奈
備
』『
異
見
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

五
節
の
舞
姫
の
見
立
て
と
考
え
ら
れ
る
。

　
［
Ａ
］
は
、
庭
先
に
立
つ
僧
（
作
者
の
遍
昭
で
あ
ろ
う
）
が
振
り
返
り
、
空
の
天

女
を
見
上
げ
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
場
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
、
図
柄
か
ら
は
判
然

と
し
な
い
。
一
方
、『
師
説
抄
』『
宇
比
麻
奈
備
』は
御
所
と
捉
え
て
お
り
、
ま
た
、『
龍

吟
明
訣
抄
』
の
「
貴
人
達
い
ま
一
さ
し
所
望
し
給
へ
」
と
い
う
解
釈
も
、
同
様
の
立

場
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
『
師
説
抄
』
は
、
五
節
の
舞
を
名
残
惜
し
そ
う
に
し
て
い
た

天
皇
の
気
持
ち
を
思
い
や
っ
た
詠
と
解
す
る
。［
Ａ
］
の
図
柄
は
、
こ
れ
ら
の
古
注

釈
の
言
及
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
天
女
の
姿
に
着
目
す
る
。［
Ａ
］は
、
右
手
に
蓮
の
よ
う
な
花
を
持
つ
。［
Ｃ
］

で
は
、
三
つ
の
雲
の
か
た
ま
り
に
囲
ま
れ
た
天
女
が
横
笛
を
吹
い
て
い
る
。［
Ｄ
］は
、

画
面
上
方
に
、
や
は
り
横
笛
を
吹
く
天
女
の
姿
が
描
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
空
中
を

舞
い
、
あ
る
い
は
音
楽
を
奏
で
て
、
仏
を
讃
え
る
「
飛
天
」
で
あ
る
。
五
節
の
舞
姫

な
ら
ば
、
扇
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
か
る
た
の
図
柄
は
、
そ
の
見
立
て
で

あ
る
飛
天
を
描
く
。

　

同
様
に
、［
Ｂ
］
の
か
る
た
も
、
飛
天
の
姿
は
な
い
が
、
図
柄
の
前
面
に
は
、
飛

天
が
奏
で
る
楽
器
、
笙
が
描
か
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
画
面
奥
の
板
状
、
お
よ
び
半

球
状
の
も
の
も
、
飛
天
に
関
連
す
る
楽
器
の
類
か
。
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五
（
114
）

　
　

陽
成
院

つ
く
は
ね

　
　
　

の

み
ね
よ
り

お
つ
る

　

み
な
の
か
は

こ
ひ
そ

　
　

つ
も
り

　
　
　
　

て

ふ
ち
と

　
　

な
り

　
　
　

ぬ
る

　

陽
成
院

つ
く
は
ね
の
み
ね

よ
り
お
つ
る

　

み
な（
マ
マ
）か
は

こ
ひ
そ　

け
る

　
　

つ
も
り

て　

ふ
ち

　
　
　
　

と
な
り

　

陽
成
院

つ
く
は
ね
の　

恋
そ

み
ね
よ
り　
　
　

つ
も
り
て

を
つ
る　
　
　

ふ
ち
と

み
な
の
川　
　
　

な
り

　
　
　
　
　
　
　

ぬ
る

恋
そ

　

つ
も
り

　
　
　

て

渕
と

　
　

な
り

　
　
　

ぬ
る

　

川
み
な
の

　
　

み
ね
よ
り
落
る

筑
波
根
の

　

陽
成
院

こ
ひ
そ

　
　

つ
も
り
て

渕
と
な
り
ぬ
る

十
三
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
三
）―

六
（
113
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
陽
成
院
）

　
　

川
久
八
年
乃　

三
祢
与
利
於
川
留　

美
奈
能
可
八

　
　

己
比
曾
川
毛
利
天　

不
知
止
奈
利
奴
留

［
Ｂ
］（
陽
成
院
）

　
　

徒
久
波
祢
乃　

三
祢
与
里
於
徒
留　

美
那
可
波

　
　

己
比
曾
川
毛
里
天　

布
知
止
那
李
計
留

［
Ｃ
］（
陽
成
院
）

　
　

徒
久
者
年
乃　

三
祢
与
利
遠
川
留　

美
奈
能
（
川
）

　
　
（
恋
）
曾
徒
毛
利
天　

布
知
止
奈
利
奴
留

　
　
（
恋
）
曾
徒
毛
利
天　
（
渕
）
止
奈
利
奴
留

［
Ｄ
］（
陽
成
院
）

　
　
（
筑
波
根
）
乃　

三
年
与
利
（
落
）
留　

見
那
乃
（
川
）

　
　

己
比
曾
川
毛
利
天　
（
渕
）
止
奈
利
奴
留

【
古
注
釈
】

一
、「
筑
波
嶺
の
峯
よ
り
落
つ
る
水
無
乃
川
」
の
流
れ
の
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

一
滴
の
漸
く
積
り
て
、
此
み
な
の
川
の
深
く
成
ご
と
く
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

つ
く
ば
山
の
峯
か
ら
落
る
水
が
、
始
は
わ
づ
か
な
れ
ど
も
、
つ
も
り
つ
も
り
て

み
な
の
川
に
な
る
ご
と
く
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

�（
…
…
前
略
）
水
の
か
す
か
な
る
が
つ
も
り
て
淵
と
な
る
に
た
と
へ
い
へ
る
也
。

○
『
古
注
』

　
　

�

つ
く
ば
ね
の
し
げ
き
、
此
間
の
露
お
ち
つ
も
り
て
、
み
な
の
川
と
い
ふ
大
河
と

な
り
て
な
が
る
ゝ
也
。

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

心
は
、
つ
く
ば
ね
の
峯
の
岩
間
の
し
た
ゝ
り
幽
に
成
し
が
、
ふ
も
と
に
成
て
は

や
が
て
大
な
る
河
と
な
り
、
淵
と
成
瀬
と
成
り
、
隙
な
き
事
を
た
と
へ
た
り
。

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

こ
の
御
歌
は
、
筑
波
根
の
み
ね
よ
り
出
る
所
は
わ
づ
か
の
み
な
の
川
な
れ
ど

も
、
末
は
ふ
ち
と
成
た
る
ご
と
く
、（
…
…
以
下
略
）。

○
『
師
説
抄
』

　
　

�（
…
…
前
略
）
筑
波
の
峯
よ
り
一
滴
づ
ゝ
落
て
水
無
川
と
也
け
る
を
、（
…
…
以

下
略
）。

○
『
三
奥
抄
』

　

�

万
葉
歌
に
、
つ
く
ば
ね
の
岩
も
と
ど
ろ
に
お
つ
る
水
よ
に
も
た
ゆ
ら
に
わ
が
思
は

な
く
に
、
こ
れ
を
本
歌
に
あ
そ
ば
せ
る
也
。

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　

�（
…
…
前
略
）
筑ツ
ク
バ
ネ

波
根
の
上ウ
ヘ

よ
り
落
る
水
の
わ
づ
か
な
る
が
、
末
は
み
な
の
川
て

ふ
深
き
川
と
な
れ
る
が
如
く
（
…
…
以
下
略
）。
或
説
に
、
此
峯
よ
り
真
砂
の
下

を
泳
（
ク
グ
）
り
て
一
滴シ

ズ
ク

づ
ゝ
落
る
な
ど
い
ふ
は
、
万
葉
に
し
づ
く
の
田
井
と
よ

め
る
に
、
他
国
の
濫
觴
の
語
な
ど
取
合
せ
て
、
強
く
い
ひ
な
さ
ん
と
て
す
る
わ
ざ

成
べ
し
。

○
『
異
見
』

　

�

つ
く
ば
山
の
高
根
よ
り
、
た
え
だ
え
に
し
た
ゝ
り
お
つ
る
み
な
の
川
の
水
も
、
流

れ
き
は
ま
り
て
末
つ
ひ
に
淵
と
な
る
に
、（
…
…
以
下
略
）。



文
化
情
報
学　

十
五
巻
二
号
（
令
和
二
年
三
月
）

七
（
112
）

【
考
察
】

　
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
一
、
恋
三
、七
七
六
番
に
「
つ
り
ど
の
の
み
こ
に
つ
か
は

し
け
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。
釣
殿
の
み
こ
（
綏
子
内
親
王
）
に
宛
て

た
恋
歌
で
あ
る
が
、
か
る
た
の
図
柄
は
、
も
っ
ぱ
ら
筑
波
嶺
の
峰
（
筑
波
山
）
と
水

無
乃
川
（
男
女
川
）
の
情
景
を
描
く
。

　
［
Ａ
］
は
、
山
間
か
ら
滝
が
流
れ
落
ち
、
画
面
左
下
に
水
が
激
し
く
波
立
っ
て
溜

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
右
下
に
は
牛
車
が
描
か
れ
、
牛
飼
い
童
と
従
者
が
付
き

従
う
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
作
者
の
陽
成
院
が
牛
車
に
乗
り
、
筑
波
山
の
あ
た
り
を

通
り
か
か
っ
た
と
い
っ
た
情
景
で
あ
ろ
う
。［
Ｂ
］
も
、
上
句
札
の
左
側
、
上
か
ら

下
に
水
が
流
れ
落
ち
、
溜
ま
っ
た
水
が
波
立
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
滝
の
よ
う
な
水

の
流
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

古
注
釈
で
は
、
筑
波
山
か
ら
落
ち
る
水
は
、「
一
滴
」（
経
厚
抄
）、「
わ
づ
か
」（
新

抄
・
色
紙
和
歌
・
宇
比
麻
奈
備
）、「
水
の
か
す
か
な
る
」（
宗
衹
抄
）、「
露
」（
古
注
）、

「
岩
間
の
し
た
ゝ
り
幽
に
成
し
が
」（
天
理
本
聞
書
）、「
一
滴
づ
ゝ
」（
師
説
抄
）、「
た

え
だ
え
に
し
た
ゝ
り
」（
異
見
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
当
初
は
わ
ず
か
な
水
滴
で
あ

る
こ
と
を
言
う
こ
と
が
多
い
。
中
で
も
『
宇
比
麻
奈
備
』
は
、
批
判
的
で
は
あ
る
が
、

「
此
峯
よ
り
真
砂
の
下
を
泳ク
グ

り
て
一
滴シ
ズ
ク

づ
ゝ
落
る
」
と
い
う
「
或
説
」
を
も
挙
げ
る
。

　
［
Ａ
］［
Ｂ
］の
滝
の
図
柄
は
、
こ
れ
ら
古
注
と
は
一
線
を
画
し
、
む
し
ろ『
三
奥
抄
』

が
指
摘
す
る
万
葉
歌
「
筑
波
嶺
の
岩
も
と
ど
ろ
に
落
つ
る
水
よ
に
も
た
ゆ
ら
に
我
が

思
は
な
く
に
」（
巻
第
十
四
・
三
四
一
〇
・
三
三
九
二
）を
勘
案
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、［
Ｃ
］
は
、
下
句
札
の
下
半
分
左
側
に
緑
色
の
山
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
青

色
で
円
状
に
描
か
れ
る
の
は
淵
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
画
面
左
下
か
ら
そ
の
淵
に
続
く

青
色
の
線
は
、
淵
に
流
れ
込
む
川
と
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、
結
句
の
「
淵
（
と
な

り
け
る
）」
を
画
面
の
中
心
に
据
え
る
。
ま
た
［
Ｄ
］
は
、
上
句
札
の
右
側
に
高
い

山
を
描
き
、
左
側
の
低
い
山
と
の
間
を
青
色
の
川
が
曲
が
っ
て
流
れ
て
お
り
、
水
の

流
れ
に
は
、
む
し
ろ
緩
や
か
さ
が
あ
る
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
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蔵
『
百
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首
か
る
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』（
歌
意
絵
入
り
）
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（
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八
（
111
）

　

河
原
左
大
臣

み
ち
の
く
の

し
の
ふ

も
ち

　
　

す
り

　
　
　
　

た
れ
ゆ
へ
に

み
た
れ

　

そ
め

　
　

に
し

我
　

な
ら

　
　

な
く

　
　
　

に

　

河
原
左
大
臣

み
ち
の
く
の　

み
た
れ

し
の
ふ　
　
　
　

そ
め

　

も
ち　
　
　
　
　

に
し

　
　

す
り　
　

わ
れ
な
ら

た
れ
ゆ
へ
に　
　

な
く
に

み
た
れ
そ
め

　
　
　

に
し

我
な
ら

な
く

　
　

に

　

河
原
左
大
臣

み
ち
の
く
の

　

し
の
ふ
も
ち

　

す
り
た
れ

　
　
　

ゆ
へ
に

わ
れ
な
ら

み
た
れ　

に

そ
め
に
し

　
　
　

な
く

　

河
原
左
大
臣

陸
奥
の

　

し
の
ふ
も
ち

　
　
　
　

摺

　

た
れ
ゆ
へ

　
　
　
　
　

に

乱
そ
め
に
し

わ
れ
な
ら

　
　
　

な
く
に

十
四
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］



文
化
情
報
学　

十
五
巻
二
号
（
令
和
二
年
三
月
）

九
（
110
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
河
原
左
大
臣
）

　
　

美
知
能
久
乃　

之
乃
不
毛
知
春
利　

多
禮
由
阝
尓

　
　

美
多
連
曾
免
尓
之　
（
我
）
奈
良
奈
久
耳

［
Ｂ
］（
河
原
左
大
臣
）

　
　

美
知
乃
久
能　

志
乃
不
毛
知
春
里　

多
禮
遊
阝
仁

　
　

三
多
禮
所
女
仁
之　

王
禮
奈
良
那
久
仁

［
Ｃ
］（
河
原
左
大
臣
）

　
　

三
知
乃
久
能　

志
乃
不
毛
知
寸
利　

太
連
由
阝
尓

　
　

美
多
禮
曾
女
尓
之　
　

王
禮
奈
良
奈
久
尓

　
　

美
多
禮
曾
女
尓
之　
（
我
）
奈
良
奈
久
尓

［
Ｄ
］（
河
原
左
大
臣
）

　
　
（
陸
奥
）
乃　

志
乃
不
毛
知
（
摺
）　

多
禮
由
阝
尓

　
　
（
乱
）
曾
女
尓
之　

王
禮
奈
良
那
久
尓

【
古
注
釈
】

一
、「
陸
奥
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
」
に
つ
い
て
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

み
ち
の
く
の
忍
の
郡
よ
り
、
紉
摺
と
て
、
乱
た
る
紋
あ
る
物
を
奉
り
し
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
は
、
郡
の
名
な
り
。
彼
さ
と
に
む
か
し
す
り
ぎ
ぬ
を
出
す

を
し
の
ぶ
ず
り
と
云
。
も
ぢ
ず
り
は
戻モ
ジ
ズ
リ摺
な
り
。
紋
を
た
て
よ
こ
と
な
く
も
ぢ

り
て
す
れ
る
故
な
り
。
そ
れ
を
恋
す
る
心
の
人
を
し
の
ぶ
と
て
、
と
か
く
み
だ

る
ゝ
に
よ
せ
て
よ
め
り
。（
…
…
中
略
…
…
）
亦
む
か
し
信
夫
の
さ
と
に
石
有
、

そ
の
お
も
て
に
を
の
づ
か
ら
の
紋
有
、
そ
れ
に
す
り
け
る
き
ぬ
を
し
の
ぶ
ず
り

と
は
い
ふ
、
と
い
へ
る
説
も
侍
り
。

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

�

龍
吟
秘
抄
或
抄
云
、
す
ゝ
き
な
ど
を
す
り
た
る
衣
な
り
。
そ
れ
ゆ
へ
乱
れ
と
い

ふ
な
り
と
云
々
。
御
説
に
、
さ
や
う
の
事
に
あ
ら
ず
。
花
田
今
云　
ア
サ
ギ
に
染
た
る
物

な
り
。
う
つ
り
や
す
き
心
か
は
し
ら
ね
共
、
浅
々
敷
思
ひ
染
た
り
。
段
々
染
々

て
こ
く
成
と
い
ふ
心
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

今
の
京
と
成
て
は
板
に
物
の
か
た
ち
を
彫エ
リ

つ
け
、
そ
れ
に
色イ
ロ

を
ほ
ど
こ
し
て
絹

布
を
引
か
さ
ね
、
そ
の
上
を
木
し
て
す
れ
ば
、
其
色
そ
の
か
た
の
う
つ
れ
る

也
。（
…
…
中
略
…
…
）
こ
ゝ
の
し
の
ぶ
摺
も
し
の
ぶ
草
の
形
を
す
り
た
る
物

と
は
し
ら
る
ゝ
故
に
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

或
人
、
信
夫
郡
よ
り
し
の
ぶ
草
の
摺
布
を
出
せ
る
也
、
と
い
へ
れ
ど
、
し
か
ら

ず
。
古
今
顕
注
に
、
陸
奥
国
の
信
夫
郡
に
、
も
ぢ
ず
り
と
て
、
髪
を
み
だ
し
た

る
や
う
に
摺
た
る
を
信
夫
も
ぢ
ず
り
と
い
ふ
、
と
有
を
見
れ
ば
、
其
陸
奥
よ
り

出
る
も
の
、
さ
ら
に
し
の
ぶ
草
の
か
た
に
非
ず
。

　

○
『
顕
注
密
勘
』

　
　

�

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
と
は
、
陸
奥
国
の
信
夫
郡
に
も
ぢ
ず
り
と
て
か

み
を
み
だ
し
た
る
や
う
に
す
り
た
る
を
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
と
云
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』巻
第
十
四
、
恋
四
、七
二
四
番「
題
し
ら
ず
」の
歌
で
あ
る
が
、『
伊

勢
物
語
』
初
段
で
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
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―
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・
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と
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察
（
三
）―

一
〇
（
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）

　
［
Ａ
］
は
、
屋
敷
の
庭
に
、
烏
帽
子
姿
の
男
性
二
人
が
描
か
れ
る
。
左
側
の
男
性

は
作
者
の
河
原
左
大
臣
（
源
融
）
で
あ
ろ
う
。
手
に
模
様
の
あ
る
布
を
持
ち
、
こ
の

屋
敷
の
下
仕
え
と
見
ら
れ
る
も
う
一
人
の
男
性
に
見
せ
て
い
る
。
画
面
の
左
上
に

張
っ
て
あ
る
布
に
も
、
融
が
手
に
し
て
い
る
布
と
同
じ
模
様
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の

布
の
模
様
は
、「
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り
」
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
面
の
場
所

は
、
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
陸
奥
で
あ
っ
て
、
融
が
、
手
に
し
て
い
る
「
し
の
ぶ
も

ぢ
摺
り
」
模
様
と
同
じ
布
を
探
し
て
、
染
め
物
を
し
て
い
る
屋
敷
を
訪
ね
て
き
た
情

景
か
。
ま
た［
Ｂ
］は
、
一
株
の
シ
ダ
科
の
草
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り
」
の
材
料
と
し
て
、
忍
ぶ
草
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。［
Ｃ
］

は
、
薄
茶
色
の
生
地
に
、
緑
色
の
松
の
葉
状
の
模
様
と
濃
い
茶
色
の
広
葉
の
模
様
が

あ
る
。
こ
れ
も
「
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り
」
の
布
を
描
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。［
Ｄ
］は
、

野
の
風
景
で
あ
ろ
う
か
。
画
面
左
側
に
五
弁
の
花
が
一
輪
と
、
そ
の
右
斜
め
下
方
に

シ
ダ
科
の
忍
ぶ
草
ら
し
い
草
が
描
か
れ
る
。

　
［
Ｂ
］［
Ｄ
］
に
は
、
図
柄
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
く
シ
ダ
科
の
草
が
描
か
れ

て
い
る
。「
し
の
ぶ
も
ぢ
摺
り
」
が
、
い
わ
ゆ
る
忍
ぶ
草
を
摺
っ
た
も
の
と
解
釈
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
宇
比
麻
奈
備
』
は
こ
の
説
を
支
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
、『
異
見
』
は
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
植
物
で
摺
っ
た
と
す
る
説
に
は
、

他
に
「（
龍
吟
秘
抄
或
抄
云
）す
ゝ
き
な
ど
を
す
り
た
る
衣
」（
龍
吟
明
訣
抄
）が
あ
る
。

　
［
Ａ
］［
Ｃ
］
の
布
の
模
様
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
古
注
釈
の

中
に
は
、「
紉
摺
と
て
、
乱
た
る
紋
」（
経
厚
抄
）、「
戻
摺
」
と
い
う
「
紋
を
た
て
よ

こ
と
な
く
も
ぢ
り
て
す
れ
る
」
も
の
（
三
奥
抄
）
と
説
明
す
る
も
の
も
あ
り
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
た
乱
れ
模
様
を
描
い
た
も
の
か
。
な
お
、『
三
奥
抄
』

は
も
う
ひ
と
つ
、
表
面
に
紋
が
あ
る
石
が
信
夫
の
里
に
あ
り
、
こ
れ
に
摺
り
つ
け
た

模
様
で
あ
る
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「（
古
今
顕
注
に
）
髪
を
み
だ

し
た
る
や
う
に
摺
た
る
」（
異
見
）
と
い
う
説
も
あ
る
が
、［
Ａ
］［
Ｃ
］
の
か
る
た

の
図
柄
と
し
て
、
と
く
に
当
て
は
ま
る
と
も
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
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光
孝
天
皇

君
か
た
め

　

は
る

　
　

の
ゝ
に　
　

わ
か
な　
　

出
て

　

つ
む

わ
か

　

こ
ろ
も

　
　
　

て

　
　
　
　

に

ゆ
き
は

　
　

ふ
り

　
　
　

つ
ゝ

　

光
孝
天
皇

き
み
か
た
め

　

は
る
の
ゝ
に

い
て
ゝ
わ
か
な

　
　
　
　
　

つ
む

わ
か
こ
ろ

　
　

も
て
に

ゆ
き　
　

つ
ゝ

　

は
ふ
り

　

光
孝
天
皇

君
か
た
め　
　

わ
か
衣

　

春
の
野
に　
　
　

手
に

　
　
　

出
て　
　

ゆ
き
は

わ
か
菜
摘　
　
　

ふ
り
つ
ゝ

我
衣

　
　

手
に

雪
は

　

ふ
り
つ
ゝ

　

光
孝
天
皇

君
か
た
め

　

は
る
の

　
　
　

野
に

　

出
て

　
　

若
菜
摘

わ
か
衣
手
に

　

雪
は
ふ
り
つ
ゝ

一
五
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
光
孝
天
皇
）

　
　
（
君
）
可
多
女　

者
留
能
（
ゝ
）
尓
（
出
）
天　

和
可
奈
川
武

　
　

王
可
己
呂
毛
天
尓　

由
幾
八
不
利
川
（
ゝ
）

［
Ｂ
］（
光
孝
天
皇
）

　
　

幾
微
可
多
女　

者
留
乃
（
ゝ
）
尓
以
天
（
ゝ
）　

和
可
那
川
武

　
　

和
可
己
呂
毛
天
尓　

由
支
波
不
利
川
（
ゝ
）

［
Ｃ
］（
光
孝
天
皇
）

　
　
（
君
）
可
太
女　
（
春
）
能
（
野
）
尓
（
出
）
天　

王
可
（
菜
摘
）

　
　

王
可
（
衣
手
）
尓　

由
幾
八
不
利
川
（
ゝ
）

　
　
（
我
衣
手
）
尓　
（
雪
）
八
不
利
徒
（
ゝ
）

［
Ｄ
］（
光
孝
天
皇
）

　
　
（
君
）
可
堂
女　

波
留
乃
（
野
）
尓
（
出
）
天　
（
若
菜
摘
）

　
　

王
可
（
衣
手
）
尓　
（
雪
）
八
婦
利
川
（
ゝ
）

【
古
注
釈
】

一
、
作
者
が
実
際
に
「
若
菜
を
摘
む
」
と
解
す
る
説
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

そ
こ
も
と
に
贈
ら
う
と
て
、
春
の
野
辺
に
若
菜
を
つ
み
に
出
た
れ
ば
、
我
袖
に

雪
が
降
か
ゝ
り
て
、
寒
う
て
難
儀
に
あ
り
し
と
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

こ
れ
は
、
人
に
わ
か
な
給
は
せ
ん
と
て
み
づ
か
ら
野
に
出
て
摘
せ
給
ふ
に
、
折

ふ
し
雪
ふ
り
か
ゝ
り
て
御
袖
も
寒
け
れ
共
、
そ
こ
の
た
め
と
思
へ
ば
寒
さ
も
く

る
し
か
ら
ず
、
賤
し
き
わ
ざ
も
恥
か
し
か
ら
ず
し
て
摘
た
め
た
り
と
有
心
也
。

二
、「
若
菜
を
摘
む
」
人
は
作
者
で
は
な
く
里
人
の
類
と
解
す
る
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

此
歌
表
は
上
の
御
為
に
若
菜
を
積
て
奉
る
里
人
な
ど
也
。
袖
の
雪
を
打
は
ら
ふ

と
い
へ
る
苦
労
の
よ
し
也
。
裏
の
心
は
、
臣
を
指
て
君
と
あ
そ
ば
す
な
り
。
此

若
菜
を
た
ま
ふ
御
志
は
御
衣
の
袖
の
雪
を
打
払
ひ
て
、
摘
給
へ
る
程
の
御
恵
ぞ

と
云
心
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　
［
同
上
小
書
］
君
が
た
め
と
て
雪
中
に
若
菜
つ
む
、
ふ
び
ん
と
也
。

三
、「
若
菜
を
摘
む
」
主
体
に
つ
い
て
複
数
の
説
に
言
及
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

こ
の
わ
か
な
を
く
だ
さ
る
べ
き
た
め
に
、
春
の
野
の
雪
を
御
衣
の
袖
に
し
の
ぎ

て
つ
ま
せ
ら
れ
た
り
と
の
心
也
。
又
一
説
、
天
子
の
具
御
に
そ
な
へ
奉
ら
ん
と

て
、
し
づ
山
が
ち
の
し
ん
く
し
て
わ
か
な
を
つ
み
ぬ
る
を
ふ
び
ん
と
お
ぼ
し
め

し
、
そ
の
わ
か
な
つ
む
野
の
雪
す
な
わ
ち
御
門
の
御
衣
の
た
も
と
に
ふ
り
か
ゝ

る
ご
と
く
也
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

�

或
抄
云
、
堯
恵
云
、
孝
経
に
天
子
の
章
段
に
帝
王
み
づ
か
ら
漿シ
ヤ
ウ

を
と
つ
て
民
に

あ
た
へ
し
と
あ
り
。
此
御
歌
其
心
に
た
が
は
ず
仁
徳
深
き
御
歌
な
り
云
々
。
又

云
、
扨
此
歌
に
春
の
野
に
出
て
若
菜
つ
む
と
あ
れ
ば
と
て
、
手
づ
か
ら
つ
ま
せ

給
ふ
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
御
懇
志
を
仰
ら
れ
む
と
て
也
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�
君
に
お
く
ら
ん
と
て
け
ふ
し
も
野
に
い
で
ゝ
菜
つ
む
袖
に
、
ひ
ら
す
ら
雪
の
降

か
ゝ
る
と
也
。
か
く
今
つ
み
給
へ
る
こ
ゝ
ろ
の
御
歌
な
れ
ば
、
さ
る
野
べ
に
て

打
独
ご
ち
て
よ
み
た
ま
へ
る
を
、
そ
へ
た
ま
ひ
し
と
見
な
す
べ
し
。（
…
…
中
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略
…
…
）
門
人
木
下
幸
文
云
、
あ
る
人
の
為
に
と
て
、
親
王
の
御
身
と
し
て
雪

ふ
る
野
べ
に
出
て
、
御
手
づ
か
ら
摘
給
ふ
に
は
あ
ら
じ
。
人
に
若
菜
給
へ
る
日

し
も
雪
の
降
け
る
に
よ
り
て
か
く
は
よ
み
な
し
給
ふ
な
ら
ん
、
と
い
へ
る
は
さ

る
事
也
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
、
春
上
、
二
一
番
に
「
仁
和
の
み
か
ど
み
こ
に
お
ま
し

ま
し
け
る
時
に
、
人
に
わ
か
な
た
ま
ひ
け
る
御
う
た
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ

る
。

　

古
注
釈
に
お
い
て
は
、
実
際
に
作
者
の
親
王
が
若
菜
を
摘
ん
だ
か
ど
う
か
で
説
が

分
か
れ
る
。
若
菜
を
摘
ん
だ
の
は
親
王
と
明
示
し
て
い
る
の
は
、『
新
抄
』『
三
奥
抄
』

で
あ
る
。
と
く
に
後
者
は
、「
寒
さ
も
く
る
し
か
ら
ず
、
賤
し
き
わ
ざ
も
恥
か
し
か

ら
ず
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
若
菜
を
摘
む
の
は
親
王
で
は
な
く
、
親
王
は
、
若
菜
を
摘
む
人
（
里
人
の

類
）
に
対
し
て
、「
御
恵
」（
経
厚
抄
）
を
与
え
、
ま
た
、「
ふ
び
ん
」（
米
沢
抄
・
同

上
小
書
）
と
い
っ
た
感
情
を
抱
い
て
い
る
と
す
る
説
も
あ
る
。

　

な
お
、「
若
菜
を
摘
む
」主
体
に
つ
い
て
複
数
の
説
に
言
及
す
る
古
注
釈
に
は
、『
色

紙
和
歌
』『
龍
吟
明
訣
抄
』『
異
見
』
が
あ
る
。『
色
紙
和
歌
』
は
、
作
者
が
実
際
に
「
若

菜
を
摘
む
」
と
解
す
る
説
の
他
、「
又
一
説
」
と
し
て
、「
若
菜
を
摘
む
」
の
は
「
し

づ
山
が
ち
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
並
記
す
る
。
ま
た
、『
龍
吟
明
訣
抄
』「
或
抄
云
、

堯
恵
云
」
で
は
、
先
例
を
『
孝
経
』
に
求
め
、
実
際
に
「
若
菜
を
摘
む
」
の
は
作
者

（
帝
）と
い
う
説
を
挙
げ
る
一
方
、「
又
云
」
と
し
て
、
前
説
を
否
定
し
て
い
る
。『
異

見
』
も
、「
若
菜
を
摘
む
」
の
は
作
者
と
す
る
説
を
挙
げ
な
が
ら
も
、「
門
人
木
下
幸

文
云
」
と
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
説
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
か
る
た
四
種
の
画
像
を
見
て
み
る
と
、［
Ａ
］
の
か
る
た
に
は
、
垂す
い
え
い
か
ん

纓
冠

を
着
用
し
た
貴
族
が
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
ら
に
籠
を
置
き
、
ひ
ざ
ま
づ
い
て
若
菜
を

摘
ん
で
い
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
左
側
の
顔
が
見
え
て
い
る
人
物
は
、『
古
今
和
歌

集
』
の
詞
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
仁
和
の
帝
（
光
孝
天
皇
）
の
親
王
時
代
の
姿
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
右
の
横
顔
の
人
物
は
、
お
付
き
の
者
と
見
ら
れ
る
が
、
仁
和

帝
と
同
様
、
垂
纓
冠
を
着
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
級
貴
族
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
。
画
面
左
斜
め
上
か
ら
右
斜
め
下
へ
の
線
は
、
降
雪
の
さ
ま
を
表
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、［
Ｂ
］
に
描
か
れ
る
六
枚
の
菜
葉
も
、
や
は
り
若
菜
を
表
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
［
Ｃ
］
は
、
脚
付
き
の
ま
な
板
の
上
に
、
春
の
七
草
の
ひ

と
つ
、
す
ず
な
（
蕪か
ぶ

）
が
ふ
た
つ
載
っ
て
い
る
。［
Ｄ
］
に
つ
い
て
も
、
若
菜
と
し

て
菜
葉
が
二
株
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
右
上
に
籠
が
ひ
と
つ
描
か
れ
て
い
る
。

　

四
種
の
か
る
た
に
は
、
図
柄
こ
そ
異
な
る
が
、
す
べ
て
に
「
若
菜
」
に
相
当
す
る

も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。当
該
歌
の
絵
画
化
に
は
ま
ず
必
要
な
景
物
で
あ
ろ
う
。[

Ａ]

は
若
菜
を
摘
ん
で
い
る
場
面
、 [

Ｂ]

は
若
菜
を
象
徴
的
に
示
し
、[

Ｃ]

は
ま
さ
に

若
菜
を
料
理
し
よ
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。 [

Ｄ]

は
、
こ
れ
か
ら
若
菜
を
摘
も
う

と
い
う
状
況
が
、
地
に
生
え
て
い
る
若
菜
と
籠
と
が
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
り

看
取
さ
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
古
注
釈
と
の
関
連
で
は
、
と
く
に
［
Ａ
］
の
考
察
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
前
述
の
と
お
り
、
若
菜
を
摘
む
の
は
作
者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
里
人
の
類

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
両
説
を
並
記
す
る
古
注
釈
は
少
な
く
な
い
が
、［
Ａ
］
の

図
柄
は
、『
新
抄
』『
三
奥
抄
』
が
明
示
す
る
前
者
の
説
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
見
ら

れ
よ
う
。

 



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
三
）―

一
四
（
105
）

　

中
納
言
行
平

み
ね
に

　

お
ふ
る

た
ち
わ
か
れ

い
な
は
の
山
の

ま
つ
と
し

　
　
　

き
か
は

い
ま

　

か
へ
り

　
　

こ
ん

　

中
納
言
行
平

た
ち
わ
か
れ　

ま
つ
と
し

い
な
は
の　
　

き
か
は

　
　
　

山
の

み
ね
に　
　
　

い
ま

　
　
　

生
る　

か
へ
り
こ
ん

松
と
し

　

き
か
は

今
か
へ
り

　

こ
ん

　

中
納
言
行
平

た
ち
わ
か
れ

い
な
は
の
山
の

み
ね
に
生
る

　

か
へ
り

　
　
　

い
ま

き
か
は　
　

こ
む

ま
つ
と
し

　
　
　

中
納
言
行
平

立
わ
か
れ

　

い
な
は
の

　
　
　
　

山
の

み
ね
に

　

お
ふ
る

ま
つ
と
し

　
　

き
か
は

今
か
え
り

　
　
　

こ
ん

十
六
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
中
納
言
行
平
）

　
　

太
知
王
可
禮　

以
奈
者
乃
（
山
）
能　

三
年
丹
於
不
留

　
　

末
川
止
之
幾
可
八　

以
万
可
阝
利
己
无

［
Ｂ
］（
中
納
言
行
平
）

　
　

堂
知
和
可
禮　

以
奈
者
能
（
山
）
乃　

三
祢
尓
（
生
）
留

　
　

万
川
止
之
幾
可
波　

以
万
可
阝
利
己
無

［
Ｃ
］（
中
納
言
行
平
）

　
　

太
知
和
可
禮　

以
奈
者
乃
（
山
）
能　

三
年
尓
（
生
）
留

　
　

末
川
止
之
幾
可
八　

以
末
可
阝
利
己
无

　
　
（
松
）
止
之
幾
可
八　
（
今
）
可
阝
利
古
无

［
Ｄ
］（
中
納
言
行
平
）

　
　
（
立
）
王
可
禮　

以
奈
者
乃
（
山
）
乃　

三
年
耳
於
不
留

　
　

末
川
止
之
幾
可
者　
（
今
）
可
衣
梨
己
无

【
古
注
釈
】

一
、
都
か
ら
下
向
す
る
時
に
詠
ん
だ
歌
と
い
う
説
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

立
わ
か
れ
て
因
幡
へ
ゆ
け
ど
も
都
で
ま
つ
と
聞
な
ら
ば
直
に
帰
つ
て
来
る
で
あ

ら
う
と
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

�

心
は
、
彼
国
へ
ま
か
り
け
る
と
き
母
の
か
た
へ
つ
か
は
し
け
る
歌
也
。（
…
…

中
略
…
…
）〔
同
上
小
書
〕（
…
…
前
略
）
因
幡
国
へ
行
ト
キ
ノ
歌
也
。
い
な
ば

の
山
は
美
濃
国
ノ
名
所
也
。
因
幡
守
ニ
成
テ
下
ル
時
ノ
歌
也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

さ
て
因
幡
の
国
の
守カ
ミ

に
任マ
ケ

て
、
思
ふ
人
な
ど
に
わ
か
れ
て
京
を
た
つ
時
、（
以

下
略
）。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

此
卿
因
幡
守
と
な
ら
れ
し
こ
と
、
文
徳
実
録
第
七
に
見
え
た
り
。
此
時
た
れ
ぞ

の
わ
か
れ
な
る
べ
し
。

二
、
任
期
を
終
え
て
上
洛
す
る
時
に
詠
ん
だ
歌
と
い
う
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

此
歌
は
、
行
平
卿
因
幡
の
国
の
任
の
時
哉
よ
め
り
け
ん
と
在
。
任
果
て
上
ら
ん

と
せ
し
時
、
我
こ
の
く
に
を
い
な
ば
と
云
秀
句
な
り
。
下
句
の
心
、
我
を
又
待

人
あ
ら
ば
再
任
も
す
べ
し
と
云
心
を
今
か
へ
り
こ
ん
と
云
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

国
の
人
々
ま
ち
ぬ
る
と
聞
ば
、
又
こ
の
国
の
し
ゆ
ご
を
給
ひ
て
か
へ
り
こ
ん
と

の
心
也
。

　

○
『
拾
穂
抄
』

　
　

�

師
説
云
、
是
行
平
受
領
に
て
因
幡
よ
り
上シ
ヤ
ウ
ラ
ク洛
の
時
よ
め
る
歌
也
。（
…
…
中
略

…
…
）
其
国
の
治
め
よ
き
人
は
一
国
の
人
も
国
守
の
帰
る
を
し
た
ふ
事
也
。

（
…
…
中
略
…
…
）
今
行
平
も
、
国
民
し
た
ひ
て
ま
つ
と
だ
に
あ
ら
ば
満
足
な

る
べ
け
れ
ど
も
、
さ
も
あ
る
ま
じ
き
と
卑
下
の
心
を
下
に
指
て
此
歌
を
見
る
べ

し
云
々
。

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

�
帥
殿
聞
書
云
、（
…
…
中
略
…
…
）
思
ひ
出
す
と
き
か
ば
わ
ざ
と
二
度
因
幡
守

を
願
ひ
申
て
下
り
あ
は
ん
、
去
り
な
が
ら
去
る
者
は
日
々
に
疎ウ

ト

し
と
い
へ
ば
、

日
月
立
た
ら
ば
わ
す
れ
や
は
せ
ん
。
わ
す
れ
ぬ
心
と
だ
に
き
か
ば
又
あ
ふ
事
も

こ
そ
と
の
歌
な
り
、
と
の
御
説
な
り
。
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三
、
一
・
二
の
両
説
並
記
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

�
行
平
因
幡
国
の
受
領
な
り
し
が
、
任
は
て
ゝ
上
洛
の
時
の
歌
也
。（
…
…
中
略

…
…
）
又
説
に
、
此
歌
は
行
平
因
幡
の
受
領
に
成
て
下
る
と
て
都
に
て
読
し
歌

也
。
さ
な
け
れ
ば
今
か
へ
り
こ
む
の
詞
聞
え
ず
と
云
。
題
し
ら
ず
と
あ
る
歌
な

れ
ば
、
い
か
や
う
に
も
聞
人
の
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
す
べ
し
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

こ
れ
は
旅
だ
つ
時
に
の
ぞ
み
て
、
相
わ
か
る
ゝ
妻
に
よ
み
て
与
へ
け
る
心
也
。

（
…
…
中
略
…
…
）
い
な
ば
の
山
は
因
幡
の
山
な
り
。
み
の
ゝ
国
に
も
稲
葉
山

あ
れ
共
、
此
う
た
紀
氏
六
帖
に
国
と
云
題
の
所
に
出
せ
り
。
し
か
れ
ば
因
幡
の

国
の
山
と
み
る
べ
し
。
勘
物
に
行
平
斎
衡
二
年
正
月
因
幡
守
に
任
ず
と
見
え
た

り
。
し
か
れ
ば
彼
卿
因
幡
の
任
は
て
ゝ
後
都
へ
上
る
時
に
、
か
の
国
に
思
ふ
人

有
て
よ
み
て
与
へ
け
る
う
た
共
い
へ
り
。
さ
も
有
べ
し
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
離
別
、
三
六
五
番
に
「
題
し
ら
ず
」
と
し
て
載
る
歌

で
あ
る
。
現
代
の
注
釈
書
で
は
、「
因
幡
の
山
」
を
因
幡
国
に
あ
る
山
と
見
て
、
行

平
が
因
幡
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）、
三
十
八
歳
の
時
の
作
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
古
注
釈
は
、
当
該
歌
が
詠
ま
れ
た
の
が
、「
下
向
す
る
時
」
か
、「
上
洛

す
る
時
」
か
で
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か
れ
る
。

　

都
か
ら
下
向
す
る
時
に
詠
ん
だ
と
す
る
説
に
は
、『
新
抄
』『
米
沢
抄
』『
宇
比
麻

奈
備
』『
異
見
』
が
あ
り
、『
米
沢
抄
』
は
「
母
」
に
、
ま
た
、『
宇
比
麻
奈
備
』
は
「
思

ふ
人
な
ど
」、『
異
見
』
は
「
た
れ
ぞ
の
わ
か
れ
」
に
詠
ん
だ
と
い
う
。
い
ず
れ
も
都

に
い
る
人
に
対
す
る
愛
惜
の
情
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、
任
期
を
終
え
て
上
洛
す
る
時
に
詠
ん
だ
と
す
る
説
に
は
、『
経
厚
抄
』『
色

紙
和
歌
』『
拾
穂
抄
』『
龍
吟
明
訣
抄
』
が
あ
る
。『
経
厚
抄
』『
色
紙
和
歌
』『
龍
吟

明
訣
抄
』
は
、
こ
の
地
の
人
々
が
慕
い
待
つ
な
ら
ば
、
と
い
う
前
提
で
、
行
平
が
再

任
の
意
思
を
示
し
た
も
の
と
解
す
る
。
ま
た
、『
拾
穂
抄
』
は
、
国
を
良
く
治
め
た

国
司
は
慕
わ
れ
る
が
、
自
分
は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
と
、
行
平
が
卑
下
し
た
も
の
と

見
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
両
説
を
並
記
し
た
古
注
釈
に
は
、『
雑
談
』『
三
奥
抄
』
が
あ
る
。

『
雑
談
』
は
、
当
該
歌
が
「
題
し
ら
ず
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
下
向
時
の
詠
で
も

上
洛
時
の
詠
で
も
、
ど
ち
ら
に
解
し
て
も
よ
く
、
読
む
人
の
心
次
第
で
あ
る
と
述
べ

る
。
ま
た
、『
三
奥
抄
』は
、
下
向
時
に「
妻
」に
詠
ん
だ
と
い
う
説
に
言
及
す
る
一
方
、

「
紀
氏
六
帖
」（
古
今
和
歌
六
帖
）
の
「
国
」
題
に
当
該
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
い
な
ば
の
山
」
は
因
幡
国
に
あ
る
山
と
見
て
、「
因
幡
山
」
の
「
松
」
を
当
地

で
詠
み
、「
思
ふ
人
」
に
与
え
た
と
い
う
説
に
も
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
か
る
た
の
絵
に
共
通
し
て
描
か
れ
る
の
は
「
松
」
で
あ
る
。［
Ａ
］
は
、

画
面
中
央
に
松
の
木
が
描
か
れ
る
。
そ
の
左
方
に
衣
冠
姿
の
貴
族
が
馬
に
乗
り
、
そ

の
背
後
に
従
者
が
ひ
と
り
付
い
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。馬
上
の
貴
族
は
作
者
、

行
平
と
見
ら
れ
る
。行
平
も
従
者
も
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
い
る
。ま
た
、［
Ｂ
］に
は
、

枝
が
右
に
左
に
と
伸
び
る
一
本
の
松
の
木
が
描
か
れ
る
。［
Ｃ
］
は
、
ま
ず
水
辺
を

描
き
、
画
面
右
下
か
ら
は
一
本
の
松
の
木
が
生
え
る
。
そ
し
て
［
Ｄ
］
に
は
、
遠
景

の
山
が
あ
り
、
そ
の
山
頂
付
近
か
ら
麓
に
か
け
て
は
、
緑
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
松

の
木
を
描
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
山
裾
に
あ
る
空
間
は
水
辺
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
行
平
歌
の
絵
画
化
に
際
し
、
や
は
り
「
松
」
は
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
が
「
因
幡
の
山
の
峰
に
生
ふ
る
松
」
で
あ
り
、［
Ａ
］
の
図
柄
の
よ
う
に
、
行
平

が
馬
に
乗
り
、
松
の
方
を
振
り
返
る
姿
が
描
か
れ
る
と
、
最
も
単
純
に
は
、
行
平
が
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因
幡
守
の
任
期
を
終
え
て
上
洛
す
る
時
の
情
景
と
し
て
、
見
る
者
を
印
象
付
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
和
歌
が
、
絵
画
化
を
通
し
て
、
解
釈

そ
の
も
の
に
も
一
定
の
方
向
性
を
与
え
得
る
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
。な
お
、

［
Ｃ
］
に
描
か
れ
る
水
辺
の
松
は
、「
峰
に
生
ふ
る
松
」
と
は
異
な
る
が
、
因
幡
国
を

想
定
し
て
描
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
当
地
の
海
辺
の
情
景
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ

う
か
。［
Ｄ
］
の
図
柄
が
、
山
の
松
を
描
き
な
が
ら
、
手
前
に
水
辺
を
描
い
て
い
る

の
も
、
因
幡
国
と
い
え
ば
海
辺
を
連
想
す
る
と
い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

附
　
記

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
研
究
科
に
お
け
る
二
〇
一
八
年
度
秋
学
期
の

授
業
「
日
本
古
典
文
学
情
報
特
論
２
」
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

大
久
保
孝
晃
（
一
五
番
）・
伍
昆
（
一
三
・
一
六
番
）・
胡
淑
雲
（
一
二
・
一
四
番
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
歌
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
た
。そ
の
後
、
こ
れ
を
も
と
に
、

「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断

的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20
期
研
究
会
第
３
研
究
、
二
〇
一
九

～
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号16K

00469

、
二
〇
一
六
～
二
〇
一
九
年
度
）
の
一
環

と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。


